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1，鎮守の森を知る ～神道とは何か～
①原始神道の神々＝神籬・磐座・磐舟・神奈備信仰

→縄文時代草創期（約16500年前）：狩猟採集＋栽培（豆・粟）

②縄文中期以降：①＋②神柱・御柱（依代）信仰（約7800～3000年前）

三内丸山遺跡（青森市）・チカモリ遺跡（金沢市）・真脇遺跡（能登町）

桜町遺跡（小矢部市）・阿久尻遺跡（茅野市）など

③縄文後期～弥生時代（約3000年前）：稲作・農耕による定住が実現
→ ①＋②＋【〈②＋屋根〉＋社（モリ『万葉集』）】→社殿（屋代）＋杜（上田正昭 2004）

神道の信仰対象と特徴： 動植物・人(先祖、偉人、御霊)、山・海・滝・岩などの無機物、
言葉や文字など無形の物まで含む森羅万象に神の存在を認める。
創唱者・教義・教典は無く、全国各地の地域共同体で多様な祭祀
儀礼を行うことで共同体全体の平安と安寧を祈り合ってきた。
その祈り合いの場が鎮守の森として受け継がれてきた。



2，神仏習合に見る日本的信仰の特徴
 仏教公伝：欽明天皇の宣化３（５３８）年に百済の聖明王より献上

 伝来当初の仏は日本古来の神と同質の存在＝『蕃神（外国の神）』

 用明天皇（欽明天皇第４王子・５８６年即位）

「仏法を信じ神道を尊ぶ」
→『神道』という言葉の初見（『日本書紀』巻弐拾壱）

 仏教は本来「悟りを開く」為の教えだが日本では「国家の守護神」

 その後も貴族から民衆に伝わる過程で民の願望に応える性質のものに変化

⇒国家鎮護の東大寺廬舎那仏から個人的な魂の救済・往生へ



神仏習合の代表的事例：八幡神と八幡大菩薩

• 聖武天皇の御世大仏建立に際しての神勅
→天平２１年（７４９）東大寺鎮守として手向山八幡宮を建立、
以後、八幡神は【仏法守護の神】として広く信仰されるようになる

• ７８０年頃、宇佐宮で八幡神が仏法への帰依を託宣、
号『護国霊験威力神通大自在王菩薩』八幡大菩薩として示現し、
直ちに神宮寺が建立される

• ８５８年冬清和天皇即位の祈勅使として大安寺伝燈大阿闍梨行教大和尚が
選ばれ、翌年宣旨により参向、六時不退・不断真言：『石清水遷坐略縁起』

• 行教が宇佐宮へ参向した貞観元年（８５９）４月１５日は清和天皇即位御大典
の当日。→皇室の守護神・魂救済の大菩薩として公式に信仰される存在に。



石清水八幡宮寺の御創建

• 平安時代の貞観元（８５９）年、南都大安寺の行教伝燈大法師が豊前国宇佐宮に赴き、
４月１５日より３カ月の間、参篭。昼夜を問わず、御神前に対して一心不乱に国家国民
の平安を祈祷し続けたところ、７月１５日未明、八幡三所大菩薩が行教の眼前に示現し、
『我都近き雄徳山の峯に移座して国家を鎮護せん』との託宣が下った。

• 清和天皇の勅を奉じて木工寮（現在の宮内庁）により６棟の宝殿が建立され、翌年
貞観２（８６０）年４月３日、真言密教による鎮護国家の『石清水八幡宮寺』として開山。





初卯・御誕辰御神楽（宮中御神楽の源）



９月１５日石清水放生会（勅祭石清水祭）



光明皇后（聖武天皇妃）自筆の経典（天平１２年・飛鳥時代）





宝鏡（伝沙門空海）



三鈷杵



 明治維新の神仏分離（神仏判然の太政官布告明治元年3月27日）と国家神道（官僚神道・軍令神道）

政治による信仰神道の高次宗教化・官僚神道化により、神社は実質的に政府や
自治体の広報・収益機関となったほか、更には富国強兵施策による工業化・都
市化が進み、産業構造が大きく変化した。これにより祭祀儀礼の担い手が不足、
全国津々浦々で伝承されてきた民俗・習俗・信仰・文化は次第に断絶を余儀な
くされた。

旧暦→新暦、祭祀儀礼（祭式）・信仰の統一によって祭祀儀礼の意義や多様性が失われた

 「神社合祀政策」に対する南方熊楠らによる批判 （『神社合祀政策に関はる意見』）

松村任三・柳田國男・中村啓次郎・徳川頼倫らの協力により約１０年後の大正９年に
貴族院において「神社合祀無益」と決議され、ようやく神社合祀政策が終息したが、
時すでに遅し。。
神社は明治元年時点の２３万社あまりから約１１万社にまで激減した。
→表向きには合祀のためだが、実態は汚職官僚神職らによる横領などの犯罪行為であった。

南方らは官僚神職たちこそが「真の国賊」として痛烈に非難した。

3，神仏分離と神道指令のもたらした影響



4，現代日本の危機を予言した知の巨人・南方熊楠
①明治維新による神仏分離、上知令、神社合祀、公職神職の腐敗を糾弾

②鎮守の森を核とした相互敬愛の地域文化を伝承してきた伝統的なコミュニ
ティの崩壊により、日本文化を構成する地域文化は徐々に失われていく。
→地域文化を失った国民の心は劣化し、最終的には国が滅ぶことを指摘。

①多様な自然環境と生態系を破壊
②歴史的景観を破壊
③庶民の娯楽と精神的な紐帯を破壊
④生活文化や信仰文化、伝統産業や芸能などの地域文化（＝日本文化）を破壊

（『神社合祀令反対意見八カ条』より）

南方熊楠記念館HPより



５，戦後日本における鎮守の森離れと現代における再評価への動き

１、神道指令（GHQ）を端緒とする教育界・歴史学者の極端な左傾化、
厳格な政教分離、神社の宗教法人化、貧弱な文化財保護行政

２、政治・政府主導による既得権益層肥大化と農林水産業のスポイル
３、高度経済成長に伴う若者たちの大都市圏への移住（地方離れ）

◎担い手を失った祭祀儀礼は断絶し、長い歴史の中で受け継がれてきた
鎮守の森を核とした祈り合いの伝統的地域コミュニティは崩壊

◎大都市・大都市近郊サラリーマン世帯の大部分が核家族化＆共働き
↓

・鎮守の森で伝承されてきた伝統的価値観（地域文化）の空洞化
・急激な超少子高齢化（若者世代への負担押し付け）と人口減少
・相対的貧困層の増大:子供の約7人に1人が相対的貧困(2023）
・国民総幸福度（GNH）の低下（G7中最下位）

→10歳～39歳の若者たちの死因第１位は自殺（厚生労働省令和５年版自殺対策白書）

宮崎駿、新海誠、鬼滅の刃などのアニメブーム、地方移住、早期Fireなどに見える
真の「心の豊かさ」や「幸福」への関心の高まり、自然環境保全など

鎮守の森の価値を再認識・再評価する声が高まりつつあります！



西陣織
京鹿の子絞
京友禅
京くみひも
京繍
京黒紋付染
京房ひも ・撚ひも
京仏壇
京仏具
京漆器
京指物
京焼 ・清水焼
能面
伏見人形
邦楽器絃
矢
結納飾 ・水引工芸

京扇子
京うちわ
京石工芸品
京人形
京表具
京陶人形
京象嵌
京の神祇装束調度品
京銘竹
京の色紙短冊和本帖
京袋物
京すだれ
京印章
工芸菓子
京竹工芸

珠数
京たたみ
京七宝
菓子木型
唐紙
京瓦
京真田紐
京足袋
京弓
京和傘
截金
嵯峨面
尺八

和蝋燭
調べ緒
茶筒
提燈
念珠玉
額看板
清酒
京菓子
京漬物
京料理
造園
薫香
伝統建築

京都市産業観光局クリエイティブ産業振興室HPより
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